
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年８月２日                NO,４４８ 

 

 グリーンベル２１の建物調査のため移転作業がすすめられていたＦＭ 

ＯＺＥの移転が完了し、７月３１日でグリーン

ベル２１が一時閉鎖されました。 

             これまでの建物調査で、アスベストは使用さ

れていない、耐震基準は満たしていることなど

が報告され、新たな設備類など重いものを設置

する場合には、検討が必要とされています。 

 「戦争法案」の参議院での審議入りを控えた７月２６日、「戦争法案は廃

案に」「安倍政権を退陣させよ」などのコールが国会を包みました。 

 国会正門前に設けられたスピーチ台では、日本共産党の山下芳生書記局

長（参議院議員）をはじめ民主党、 

社民党の参議院議員が「みなさん 

と力を合わせ、戦争法案の廃案に 

全力で頑張ります」と、あいさつ 

がありました。 

 利根沼田からも２７人が、小型 

バスで参加しました。 

 

    海野塚 

 岡谷町の県道の傍らに 

ある海野塚は、沼田かる 

たで「武士（もののふ） 

の運命（さだめ）悲しい 

海野塚」と読まれ、沼田 

城を守っていた海野能登 

守輝幸が、「海野は、北条 

と通じている」と疑いをかけられ、迦葉山に身を寄せ無実を明

かそうと岡谷町まできましたが、追っ手に追われ、息子の幸貞

とともに自刃し、哀れに思った迦葉山の住職が二人をこの地に

葬り、「海野塚」とよばれるようになりました。 

           天照寺 

現在の天照寺は無住ですが、創建は嘉慶２年（１３８８）と

いわれている古いお寺で、応永１３年（１４０６）利根に攻め       

入った群馬郡国分の村上氏

を、沼田氏８代景朝が滅ぼ

し、その時に持ち帰った十一

面観音を天照寺に安置しま

した。 

 この十一面観音は、今は三

光院に安置されています。 

 今年で２２回目となる「白沢ふるさとまつり」が７月

１９日、道の駅「白沢」でおこなわれ、白沢町７地区の

みこし競演、二荒太鼓の演奏、上古語父のお囃子などが       

おこなわれました。 

   「白沢ふるさとまつ 

り」は、白沢村時代か

ら地域の交流、観光イ

ベントとしておこな

われ、今年もにぎやか

におこなわれました。 

 玉原高原とみなかみ町の藤原地区を車で通行できる

道路建設を求める、玉原道路建設促進期成同盟会の総会

が７月２４日、沼田市役所で開かれました。 

 総会では県への要望などの取り組みの報告や今年度

の活動、予算、役員の承認が議題となりました。 

 今年度も県に要請することとなりましたが、この道路

は必要なのかという意見が市民のなかにはあります。 
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